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美術館に作品を展示してみませんか

飯山市美術館施設開放のご案内
　飯山市美術館では、市民の皆さんを対象とした
施設開放を行っています。「作品を展示してみた
い」とお考えの方は美術館までご相談ください。
１．趣　　旨
　市民の芸術および文化活動を奨励し、広くその
普及・振興を図るため、ギャラリー等の施設を美
術作品の展示場所として開放しています。
２．利用資格
　市内に活動の拠点を置く市民団体
３．利用場所
　ギャラリー（２階）単独か、ギャラリーとロビ
ー（１階）のセットでのご利用となります。
４．利用可能な時期
　6 月～ 8 月、12 月～ 3 月（ただし、美術館の
企画展開催中は除きます）。
５．利用期間
　1 回の利用期間は 6 日間から 3 週間以内としま
す（展示・撤収日を含む）。
６．利用料・諸経費等（１日につき）
区　　分 ギャラリーのみ

ギャラリー・
ロビー

備 品
( ※ )

市民団体 ３５００円 ５０００円 無 料
上記以外 ７０００円 １００００円 無 料

※展示・撤収日も利用料を負担いただきます。
　※施設の利用に関わって必要な諸経費（作品運
搬・展示、印刷物製作費等）は利用団体の負担と
します。吊金具、展示台、パネルは無料です。

７．招待券の交付
　当施設へ入館するには入館料が必要になるた
め、利用団体には招待券を交付します。実際に使
われた招待券のうち、団体員一人当たり 20 枚分
を無料扱いとしますが、一団体に対して 300 枚
を無料分の上限とします。
　※その他、詳細については飯山市美術館（☎
６２－１５０１）までお問い合わせください。
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雰
囲
気
あ
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術
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○次の皆様から、ふるさと館へ資料を寄贈いただき
ました。篤志に感謝申し上げます。

（Ｈ２１．12 月～ 4 月分）
◇前沢幸雄 様　☞座繰り機　☞糸かせ　☞網

あみじゃく

杓　
　☞電話機600自動式
◇伊村紀子 様　☞木目込み雛人形五段飾り１セット
　（昭和１１年）　☞木目込み雛人形内裏雛１組
　（大正２年）　☞綿帽子の型　☞七五三道具（扇
　子１点・筥迫２点 昭和１２年）　☞五月人形（鎧
　兜床飾り１点・兜飾り２点　昭和３５年）
◇小山元彦 様  ☞中野土人形（児

こ じ ま

島高
たかのり

徳）１点
◇高橋善太郎 様　☞麦土入れ　☞苗かご　　　
　☞豆腐の型　☞背負子　☞糸蒟

こんにゃく

蒻突き出し
◇鈴木弘志 様　☞スキー３点
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光
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あ
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①
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仁
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あ
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45
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造
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善
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仁
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な
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仁
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に
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た
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し
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現
在
の
善
光
寺
仁
王
像
は
、
大

正
８
年
に
高た

か
む
ら
こ
う
う
ん

村
光
雲
、
米よ

ね
は
ら
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ん
か
い

原
雲
海

に
よ
っ
て
造
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れ
ま
し
た
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こ
の

威
風
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と
し
た
仁
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像
が
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で
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な
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の
期

間
と
い
く
つ
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ド
ラ
マ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
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と
つ
が
、
飯
山

仏
師
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よ
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制
作
さ
れ
た
仁
王
像

で
す
。

明
治
24
年
、
慶
応
元
年
に
落

成
し
た
善
光
寺
仁
王
門
と
仁
王
像

が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
善

光
寺
で
は
、
明
治
40
年
頃
、
高
村

光
雲
に
仁
王
像
の
制
作
を
依
頼
し

ま
し
た
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光
雲
は
飯
山
出
身
の
滝た
き

沢ざ
わ
て
ん
ゆ
う

天
友
に
協
力
依
頼
し
ま
す
が
、

明
治
42
年
に
若
く
し
て
死
去
。
そ

こ
で
、
親
友
で
あ
る
米
原
雲
海
に

協
力
依
頼
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

善
光
寺
側
は
時
間
が
か
か
る
と
判

断
し
、
明
治
45
年
の
ご
開
帳
の
た

め
に
、
急
き
ょ
、
仏
壇
・
仏
像
制

作
に
名
の
あ
る
飯
山
仏
師
に
依
頼

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

詳
細
な
経
緯
は
不
明
で
す
が
、

明
治
45
年
３
月
初
め
、
依
頼
さ
れ

た
飯
山
で
は
、
東
ひ
が
し

平へ
い
す
け助
、
東
ひ
が
し
喜き

た太

郎ろ
う
、
東
ひ
が
し
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め
た
ろ
う

太
郎
が
世
話
人
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な

り
、
彫
刻
人
清し
み
ず水
和わ
す
け助
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じ
め

17
名
の
職
人(

木
札
よ
り)

が
、

飯
山
城
跡
内
の
お
た
や(

浄
土
真

宗
説
教
所
・
現
在
の
市
民
会
館
付

近
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内
に
お
い
て
仁
王
像
を
制
作

開
始
、
約
一
ヶ
月
と
い
う
極
め
て

短
期
間
に
て
仕
上
げ
ま
し
た
（
文

献
で
は
「
あ
っ
た
も
の
を
修
復
し

て
」
と
あ
り
ま
す
）。

　

完
成
し
た
仁
王
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山
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ら

長
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ま
で
運
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が
、
沿

道
で
見
て
い
た
人
は
「
荷
車
に
乗

せ
ら
れ
た
大
き
な
真
っ
黒
い
仁
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が
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大
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坊
さ
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や
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職
人

さ
ん
た
ち
に
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ら
れ
て
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っ
て

き
ま
し
た
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足
や
手
の
部
分
が
胴

体
か
ら
取
り
外
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て
別
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に
な
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て
い
た
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う
に
思
い
ま
し
た
。

…
真
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で
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が
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ら
光
る
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も
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の
高
い
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い
仁
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で

し
た
」
と
述
懐
し
て
い
ま
す
（
写

真
②
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こ
う
し
て
、
善
光
寺
の
要
請
に

応
え
て
、
４
月
１
日
の
ご
開
帳
に

間
に
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
か
ら
飯
山
仏
壇
が
広
く
認
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
出
来
事

で
す
。

　

本
仁
王
像
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
市
民
の
皆
様
や
議
会
か

ら
飯
山
市
に
お
い
て
展
示
し
た

ら
ど
う
か
と
の
ご
意
見
が
あ
り

写真①

ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏

ま
え
、
市
で
は
歴
史
的
展
示
物

と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅

の
開
業
に
向
け
た
回
遊
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り(

ま
ち
な
か
観

光)

の
一
環
と
し
て
、
飯
山
市

街
地
内
に
展
示
す
る
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
は
、

寺
院
か
ら
ご
理
解
を
得
て
像
を

お
譲
り
い
た
だ
き
、
飯
山
に
お

い
て
修
復
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
設
置
場
所
等
を
含
め
、
広

く
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

写真②

渡し舟から舟橋、木橋、永久橋と、飯山の川の交通機関であった “ 渡し ” の歴史を紹介。
皆様お誘い合わせのうえ、ご来館ください。
■期　　間　５月１１日（火）～６月２０日（日）
■場　　所　飯山市ふるさと館

　■開館時間　午前９時～午後６時（入館は午後５時半まで）
　■休 館 日　毎週月曜日

■入 館 料　大人２００円　小中学生１００円　
　　　　　　※市内の小中学生は無料
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化
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保
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さ
ん

　

辞
任
に
伴
い
空
席
と
な
っ
て
い

た
飯
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会

の
委
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に
、
新
た
に
清
水
岩
夫
さ

ん
（
小
泉
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
残
任
期
間
の
本
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
。
今
回
の
就
任

に
よ
り
、
飯
山
市
文
化
財
保
護
審

議
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内

は
専
門
分
野
）

▼
会
長
職
務
代
理　

上
原　

脩

（
名
勝
・
天
然
記
念
物
）

▼
委
員　

白
井
春
子
（
民
俗
文

化
財
）
▼
委
員　

樋
口
和
雄
（
有

形
文
化
財
・
史
跡
）

▼
委
員　

吉
越
眞
一
（
有
形
文

化
財
・
史
跡
）
▼
委
員　

清
水

岩
夫
（
名
勝
・
天
然
記
念
物
）

　　ふるさと館寄贈資料一覧

△

中野土人形と
木製スキー板

飯山市ふるさと館春季企画展　６月２０日まで
川をわたる～渡し舟から架橋へ～ 開催
中！

 企画展現地学習 参加者募集！
近現代土木遺産探訪「飯山の橋めぐり」
　講師の案内で飯山市内にある橋をめぐり、それぞれの橋の構造・特徴を学習します。
 普段何気なく渡っている橋にも場所によってさまざまな工夫がなされていることが分かります。

　ぜひこの機会にご参加ください。
　■日　　時　平成２２年６月６日（日）午前８時３０分～１２時
　■集　　合　飯山市ふるさと館　■講　師　服部 秀人先生
　■コ ー ス　古牧橋～綱切橋～中央橋～大関橋～常盤大橋
　　　　　　　～柏尾橋～湯滝橋～市川橋～西大滝ダム～なべくら五橋
　■定　　員　３０名（先着順）
　■資 料 代　５００円
　■申し込み　６月２日（水）までに飯山市ふるさと館（☎ 67－2030）までお申し込みください。

△当時の橋建設の苦労がしのば
　れる（腰巻きの舟橋）。

 文化財保護審議会
委 員 清水岩夫さん

    ※ふるさと館では、当館で所蔵していない資料の寄
贈を随時受け付けています。寄贈いただいた資料
は、大切に保存・活用させていただいております。

　　（ふるさと館 ☎６７－２０３０）


